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大成館中学校区 校番 ２８ 福山市立神村小学校 
   

 最終更新日 20２1 年（令和３年）２月１０日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

      日々の授業を中心に、子ども主体の学びを実現し、確かな力を育成する。 

 

児童生徒の現状 

 基礎学力の定着及び「読解力」等に課

題がある。 

体力面の課題が改善しつつある。 

長欠児童生徒の削減が課題である。 

あいさつや無言掃除は，小中一貫した取

組の成果が見られる。 

地域との交流により，郷土への愛着心

が高まっている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

○相手意識をもって，自分の言葉で表現する力  

                      ～コミュニケーション能力と思いやり～ 

○自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる力 

 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

1 基礎学力を身につけ，自ら学び続ける子 

2 運動・食習慣を身につけ，活力のある生活ができる子 

3 規範意識を身につけ，思いやりのある言動ができる子 

 

中学校区として 
統一した取組等 

1 学力向上…自ら考え学ぶ児童生徒の育成，家庭学習の定着 

2 体力向上…各校独自課題の克服，食育の推進 

3 連携教育…規律，小中歌声交流会，各種学校行事の交流，ふるさと学習の推進 

 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

○自ら考え，表現する・やりきる・関わり合う力は意識できるようになり着実

に高まってきている。 

●きめられたことや指示されたことは，きちんとできるようになったが，主体

的な学習や，行動は不十分である。 

 

＜授業＞ 

〇外国語活動では，ＡＬＴと連携し，担任がＴ１となり授業を計画実施し，児

童の学習意欲を高め，英語好きな児童をふやすことができた。 

○国語科，算数科の重点単元で自分の考えを書く活動を設定することができ

た。授業の導入の工夫に意欲的に取り組んだ。 

●「子ども主体の学び」として，子どもが主体となって決めるもの，選ぶもの

は何かを明確にすることが必要である。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
表現力 課題発見・解決力 主体性・やりきる力 共感力 

めざす 

子ども像 

低 

相手に応じて，身近なこと

などについて，事柄の順序

を考え話す。大事なことを

落とさないように書く。 

友だちと話し合ったり意

見を聞いたりする中で，

いろいろな考えを知り，

自分なりの考えをもつ。 

・学習することを理解し，興味を

持って積極的に取り組む。 

・自らがやるべきことは，あきら

めずに最後までがんばろうとす

る。 

・友だちの立場や思いを大

切にし，仲良く活動する。 

・友だちの考えをよく聞き，

自分の考えと比べる。 

中 

相手や目的に応じ，考えた

ことや調べたことなどに

ついて，筋道を立てて話

す。自分の考えが相手に伝

わるように理由や事例を

あげて文章を書く。 

自ら課題を見つけ，進ん

で情報を収集し，自分の

知識・技能と結びつけ考

えを出し合いながら問題

解決に取り組む。 

・学習に見通しをもって粘り強く

取り組み，自らの学習活動を意欲

的に進める。 

・自分がやろうと決めた目標に向

かって強い意志をもち，自信をも

ってねばり強くやりきる。 

・自他の大切さを認め，相

手の立場に立って考え，協

力し合う。 

・互いの考えを認め合い，

学び合う。 

高 

目的や意図に応じ，考えた

ことや伝えたいことなど

について筋道を立てて的

確に話す。目的や意図に応

じ，考えなどを効果的に，

文章に書く。 

様々な事象を多面的に見

て，解決すべき課題を見

出し，必要な情報を収

集・分析しながら，創造

的なアイデアを出し，解

決していく。 

・学習に見通しをもち，既習事項

を活用しながら考えを深め，主体

的に解決しようとする。 

・より高い目標を立て，希望と勇

気をもち，困難があってもくじけ

ず努力してやりきる。 

・友だちの良さや互いの違

いを尊重し合い，積極的に

集団や人に関わる。 

・互いの考えから学び合い，

考えを広げたり深めたりす

る。 
   

研究 

教科等 算数科，外国語活動・外国語科 

主題・ 

内容等 

自ら考え，表現する・やりきる・関わり合う子どもの育成 

～主体的・対話的で深い学びのある授業づくり～ 

めざす授業の姿 
○考えを交流し合うことで，自分の考えを広げ深めたり，新たな考えを創造したりする 

 授業。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

子どもが主体的に学ぶ授業をつくるため
の教職員研修を充実させてほしい。 
関係機関と連携し，教職員が信頼される学
校をつくってほしい。・ 
長期欠席・不登校児童生徒への取組を一層
充実させてほしい。 
保護者，地域と連携し，児童生徒が安心・
安全に過ごせる学校を創ってほしい。 
達成できなかった指標について、改善状
況・方策が分かもう少しわかるといい。 

 

ミッション 

心豊かに自立・貢献・感謝する児童を育成し，保護者・地域から信頼され，共

に歩む学校 

 
学校教育目標 

心豊かに自立・貢献・感謝する児童の育成 

～自ら考え，表現する・やりきる・関わり合う神村っ子の育成～ 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期 
経営目標 

重 
点 

分 
類 

短期 
経営目標 

目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（子ど

も主体の

学びの推

進） 

★ 

見

直

し 

３つのＭ「自
ら考え，表現
する・やりき
る・関わり合
う」の推進 

・児童の自己評
価の継続と課
題に係る改善 

 
 
・PDCAによる
一人一プロジ
ェクトの推進 

・３つのＭにおけ
る児童の行動
化に係る肯定
的評価 
85％以上 

・プロジェクトの
目標に対する 
職員評価 
８０％以上 

・児童評価 78% 

□低・中・高で取組状況

を確認し３週間ごとの

集計をもとに，評価の

低い項目を重点に取り

組んだ。 

.・職員評価 7２% 

□1 学期末の進捗状況を

確認し，改善点を明確

にして取組を継続し

た。 

３ ３ 

○児童にめざす姿を

提示し意識を高め

るとともに改善点

を明確にし，評価の

低い項目を集中し

て取組を進める。 

○定期的に進捗状況

を確認し，PDCA

サイクルを確実に

実行する。 

◎児童評価 83% 
□取組状況を確認し

2 週間ごとの集計

をもとに評価の低

い項目を重点的に

取り組んだ。 

◎職員評価 79% 

□３部会で進捗状況を

交流・確認し，改善

点を考え，取組を継

続した。 

３ ４ ４ 

○学年末に向けて
「表現する」「や

りきる」を意識さ
せ集中して取り
組み，さらなる行

動化を促す。 
○各自が，年間目標
を確認しながら

年度末に向けて
成果と課題を明
確にし，来年度の

改善につなげる。 

主体的・対話
的で深い学
びのある授
業づくり 

・意欲を引き出
す導 

 入の工夫，力
のある学習課
題の設定 

・「子どもが進め
る授業」づくり
の推進  

・「授業で考えるこ
とが面白い」肯定
的評価 
85％以上 

・つなぎ発言ができ
る児童の割合 
８０％以上 

・児童評価 8３％。 

□導入の工夫や，学び合

いの場を設定し，授業

が分かると感じること

を増やした。 

・児童評価６１％。 

□黒板に貼って意識付け

をしたり，繋ぎ言葉を

使った時に褒めたりし

た。 

３ ３ 

○引き続き，導入の工

夫を行ったり，児童

同士で学び合いを

する場面設定を増

やしたりする。 

○子ども達がつなぎ

言葉を使った時に

は，黒板に貼ったり

書いたりして，言葉

を使って意見をつ

なぐ良さを意識さ

せる。 

◎児童評価８５％ 

□授業の導入は，工夫した

り児童同士が学び合った

りすることで，意欲をつ

なぐことができた。 

◎児童評価６９％ 

□つなぎ発言については，

発達段階にそってカード

等を使って指導を行っ

た。授業形態によっては，

発言をつなぐ場面が少な

く，言葉をつかえていな

いことがあった。授業に

おける発言の方法を再考

する必要がある。 

３ ３ ３ 

〇引き続き，単元な

どによって導入
を工夫し，児童同
士のかかわりが

多い授業を設定
することで，分か
る授業を目指す。 

〇発言をつなぐこ
とが，発表という
場だけでなく，児

童同士の学び合
いの場面でも自
然と言葉がでる

ような場面設定
行っていく必要
がある。 

３ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（主体

的規範意

識の向上） 

 

見

直

し 

日常生活に
おいて課題
を発見し解
決する・やり
きる・関わり
合うことを
習慣化まで
向上 

・児童会・委員
会・登校班等
による，主体
的挨拶の実行 

・挨拶レベル４以
上の児童 
8５％以上 

・児童評価７７％ 

□あいさつ委員，児童会を

中心に挨拶運動に取り

組んできているが，以前

と比べてレベル４以上

の挨拶をしている児童

が少ない。 

３ ３ 

〇挨拶委員が各教室

に出向き，レベル４

の挨拶を見せて浸

透させる。 

 

◎児童評価８２％ 

□児童会，挨拶委員会

を中心に挨拶運動を

行い，挨拶のよかっ

た児童の紹介や評価

シールを与える取組

を行っている。 

３ ３ ３ 

○挨拶運動を引き

続き行い，挨拶の

更なる向上を目

指す。学校内での

挨拶を充実させ

るための取組を

行う必要がある。 

・学校内の日常
的環境美化 

・無言掃除・黙想
に係る児童評
価85％以上 

・３児童評価８２％ 

□２学期より縦割り班掃

除を開始し，より意識

して取り組みを行うこ

とができるようになっ

てきている。 

３ ３ 

〇６年生を中心に振

り返りを行い，無言

掃除，黙想ができて

いるかチェックし，

取組の充実を図る。 

 

◎児童評価９０％ 

□縦割り班掃除が浸

透し，児童の無言掃

除，黙想が定着して

きている。引き続き

取組を行う。 

４ ４ ４ 

○高学年が掃除の

仕方の見本とな

り，継続的な取組

を行っていく。 

福山市立神村小学校 
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３ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（主体

的健康の

増進・体力

の向上） 

 
継

続 

健康の増進，
体力の向上
の大切さを
理解し，基本
的 生 活 習
慣・運動習慣
における主
体性の向上 

・委員会活動，
保健・衛生に
係る学習，食
育指導の実施 

・残菜１人当たり
5g以下 

・残菜１人当たり 0.57ｇ 

□引き続き，委員会活動

で呼びかける。 
４ ４ 

〇引き続き給食時間

に声掛けなどを行

う。 

◎残菜１人当たり

1.7g。目標を大きく

達成した。 
４ ４ ４ 

〇引き続き声掛け

などを継続して

いく。 

 

・委員会活動に
よる「体育の
日」等の充実 

・体力テストの
分析考察によ
る日常の取組
の充実 

・「1日1度は外遊び
をする」児童 
90%以上 

・新体力テスト結果
県平均を上回る
種目 
68/96以上 

・児童評価７７％ 

□委員会活動を中心に，

外遊びの啓発を図る。 

□握力を継続的に計測

し，県平均を上回る児

童を５０％以上にす

る。 

３ ３ 

〇引き続き声掛けな

どを行う。 

〇朝の握力運動を継

続して行うととも

に，数値の変化を伝

え意欲を高める。 

◎児童評価９５％ 

 

◎握力を継続的に計

測し，学年目標数位

を１００％達成し

た。 

３ ３ ３ 

〇引き続き声掛け

を継続していく。 

〇来年度の目標数

値を目指し，握力

運動を継続して

いく。 

３ 

特別な配

慮を必要

とする児

童への支

援の充実 

★ 

見

直

し 

児童の特性
に応じた授
業づくり・支
援による心
の安定 

・ユニバーサル
デザインの
学校づくり 

・ＳＣ，ＳＳＷ
の効果的な
活用 

・「学校が楽しい」
の児童評価 
90％以上 

・長期欠席者の割
合を全児童の
1％以下 

・児童評価８９％ 

□通常の学校生活が行え

ないところがあった。 

・長期欠席者０％ 

□週１時間の，「神村っ子

タイム」により，長期休

み明けの欠席者が少な

かった。 

３ ３ 

〇配慮が必要な児童へ

のかかわり方や対応

の仕方を校内支援委

員会等使って共有し，

校内で方向性を統一

する。 

◎「学校が楽しい」児

童評価９１％ 

□配慮が必要な児童

への関わり方を校

内で方向性を相談

しながら進めた。 

◎長期欠席者１％ 

３ ４ ４ 

〇引き続き校内支

援委員会等使っ

て共有を図って

いく。 

 

３ 

保護者・地

域から信

頼される

学校づく

り 

 

見

直

し 

学校から積極
的な情報発信 

・学校だよりの
発行 

・行事写真の校
内掲示 

・児童作品，ノ
ート等の表彰
掲示 

・「学校の取組満
足度」の保護者
の肯定的評価
が85％以上 

・肯定的評価８７％ 

□通信・連絡帳等で児童

の様子を伝えたが，参

観日がなく学校の状況

が伝わりにくいことも

あった。 

３ ３ 

○ホームページを行

事ごとに更新し，閲

覧を呼びかける。 

○通信・連絡帳等で積

極的に児童の様子

を伝える。 

◎「学校の取組満足

度」児童評価 9２％ 

 「学校の取組の様子

がよくわかる」 

児童評価 8１％ 

□通信・連絡帳等で児

童の様子を伝えた。 

４ ４ ４ 

○コロナの影響で

保護者の来校が

少なくなった。引

き続き通信・連絡

帳等で学級・学

年，児童の様子を

積極的に伝え，保

護者・地域からの

信頼を高める。 

ＥＳＤ教育の
推進 住み続
けられるまち
づくりを 

・教科横断的神
村プログラム
（「地域の
人・こと・も
の」から学ぶ）
の実施 

・「神村の町が好
き」児童の肯定
的評価 
90％以上 

・「自分の町が好き」 

 児童評価9４％ 

□神村プログラムを確認

しながら，取り組みを進

めた。 

３ ３ 

○神村プログラムに

沿って，できる範囲

内で地域伝統や行

事のよさ・大切さを

伝えていく。 

◎「自分の町が好き」 

 児童評価92％ 

□実体験ができない

状況が続いた。学期

ごとに取組状況の

見直しを行った。 

３ ４ ４ 

○来年度の計画を

見直し，他教科と

横断的に指導す

ることで，更に内

容を充実させる。 

働き方改革の
推進 

・業務改善，協
働による着実
な業務遂行 

・時間外勤務時間
が月45時間超
の職員 0人 

・月45時間超の職員０ 

 職員の時間外在校時間

は，平均24時間 

□18:30までに帰宅する

ように呼びかけた。 
４ ４ 

○見通しのもてる職

員室ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ掲示

を行い，すき間時間

を常に意識して業

務遂行を進めてい

く。 

◎時間外勤務職員平

均は21時間 教頭

平均は年間４１時

間である。 

□18:30退校が取組

の中で定着した。 

４ ４ ４ 

〇各教職員の学校

経営参画意識を

いっそう向上さ

せる。 

〇隙間時間を常に

意識した業務遂

行を実働させる。 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                                

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


